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研究主題 豊かな心を育てる道徳授業

○ 研究主題について

道徳教育は、児童一人一人がよりよ く生 きたいという願いを実現 させ るために、その基盤 と

なる道徳性を養 う教育活動である。人間としてよりよ く生きよ うとす る姿勢その ものが、人間

としてのよさであ り、その過程において身に付ける様々な力が、その人 らしいよさとして独 自

性 を形成 して行 くのであ る。

日々の学校生活の中で は、鉄棒の さかあが りができない子に、 自分なりに教えてあげた り、

草花の世話を しその成長を楽 しみにしているなど、何気ない動作の中に、自分のよさや可能性

を生か しお互いを認め合 う心や自然を愛す る心を もった心豊かな児童の姿が見受け られ る。

このよ うに、豊かな心 とは、人間 としてよ りよ く生 きていこうとす る過程の中で身に付 くも

のであり、自ら生 きる喜びを感 じ、人の心の痛みや優 しさがわか り、美 しいものに感動 し、人

と共に成長 しよ うとする心であると考えている。

しか し、 「最近、授業がパター ン化 して きた」 「授業が表面的に流れ、児童の内面 にせまれ

ない」 「児童の思いや願いを生か しきれない」など、道徳の授業に対す る課題が、研究員一人

一人の 自省の中か ら出て きた。

そ こで、 「豊かな心を もち、た くま しく生 きる児童の育成」を 目指 して道徳の授業改善 を図

るため、次のよ うな3っ の分科会主題で研究することに した。

第1分 科会は、様々な人 との関わ りの中で、自分自身の感 じ方、考え方をより一層深めてい

こうとす る 「自己を深 く見つめ させる指導法の工夫」、第2分 科会は、 自分なりの考えや感 じ

たことを主体的に伝え合 う中で、互いの よさを認め、高め合 う 「一人一人の心に響 き合 う指導

法の工夫」、第3分 科会 は、自ら考え判断 し、どのような状況にあって も豊かな心を もって、

力強 く生 きぬ くことので きるように 「児童の心 をゆさぶ る指導法の工夫」である。

私達は、児童一人一人の思 いや願 いを十分に発揮 させ、その子の もっ道徳性のよさを認め、

励ます ことので きる道徳の授業を創造 していきたいと願 っている。 日々の実践を大切 にし、授

業研究を積み重ねなが ら、その望 ましい在 り方を追求 したいと考え、本研究主題を設定 した。
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○ 研究の概要

児 童 の 実 態
社 会 の 拝 啓

豊かな心 をもち、た くましく生 きる児童の育成

(訊 究主題)
豊かな心を育てる道徳授業

教育課程審議会答申

学 習 指 導 要 領
東 京都の教 育課題

(第1分 科会) (第2分 科会) (第3分 科会)

(分科会主題) (分科会主題) (分 科 会 主 題)

自己を深く見つめさせる指導法の工夫 一一人一人の心に響 き合 う指導法の工夫 児童の心をゆさぶる指導の工夫
(目指 す児童像) (目指す児童像) (目指す児童像)

様 々な人とのかかわ りの中で 自分 自身 自分なりの考えや感じたことを主体的 自ら考え判断 し、どのよ うな状況 にあ

の感 じ方 ・考え方をよ り一層深めてい に伝 え合う中で、互いのよさを認め、 って も豊か な心を もって 力強 く生 きぬ

こうとする児童 高め合うことので きる児童 くことので きる児童

(仮 説) (仮 説) (仮 説)

自己を深 く見っめ させる場 と方法 を 確か な児童 理解の上に立 ち、一人一 児童の心をゆさぶる指導法を工夫す
工夫すれば、自分自身の感 じ方 ・考 え 人の心に響き合う道徳授業を積み重ね れば、表面的であ った考え方 ・感 じ方

方をより一層深めて いこうとす る児童 れば互 いのよさを認め、高め合 うこと が深 まり、主体的に考え判断で きる児

を育成することがで きる。 のできる児童を育成する ことができる。 童を育成す ることがで きる。

i i
i

喉 証 授 劃

匿 価
i

(指 導 計 画 。指 導 方 法 。児 童 の 変 容) i

○ 研究の成果 と課題

第1分 科会では、今児童に必要なことは、相手の気持 ちを思いやる心であるとい う共通理解

の もとに、内容項 目2の 柱に焦点を当てた。児童のよさに着 目しつつ 「自己を深 く見Pめ させ

る」ために、役割演技や話 し合い、書 く作業等をどのような視点で具体化 してい くことが最 も

効果的であるか検討 し、研究 を進めて きた。その結果、児童が多様な感 じ方 ・考え方 に出会 う

中で 自己を見つめ、価値を主体的に自覚す るようにな って きた。

第2分 科会では、豊かな心を、関わ り合 いの中で培われてい く思いやり、協調性、表現力、

主体性等 ととらえ、 「一人一人の心 に響 き合 う」指導法と して、確かな児童理解の上に立 った

資料の選択や開発、話 し合い、役割演技等、指導過程の工夫を行 って きた。その結果、表現力

が豊かになり、児童一人一人が主体的 に活動する姿が見えるよ うにな って きた。

第3分 科会で は、 「児童の心をゆさぶ る」 ことによって道徳的心情や判断力を高め、主体的

に考え実践 してい こうとす る児童を育成 しようと考え、資料の吟味や提示、発問の工夫、指導

過程の在 り方等を研究 した。その結果、児童の心をゆさぶ るには、資料 に感動させ ることや葛

藤 させ ることが有効であることが改めて分か り、児童の見方、考え方が深まり、主体的に判断

す るようになってきた。

今後、各分科会が設定 した仮説をより確かな ものとす るため、残 された課題の解決 に向けて

様々な指導法を追究 してい く必要がある。今までの成果を生か しなが ら、児童の思いや願いを

十分 に生か し、児童が心待 ちにす るよ うな道徳授業を 目指 していきたい。

3



1自 己を深 く見つめさせる指導法の工夫(第1分 科会)

1.主 題設定の理由

道徳の時間は、ね らいとす る価値を児童一人一人が主体的に自覚 し、より高められた価値観

に照 らして、今までの自分、つまり過去か ら現在にかけて 自分が していたこと、考えていたこ

と、感 じていたことなどを事実と して しっか りと見っめ る時間である。 自分がどういう人間で

あ り、どういう生き方を していたのか、 自分 自身に正面か ら取 り組むのである。 これか らどう

するか、どうしようかなど、自分の考えを述べ させ るので はな くて、あ りのままの自分を見っ

めさせ ることが大切であると考える。

日々の道徳の授業をみると、ね らいとす る価値を一人一人が 自分の こととして しっか り感 じ、

考える時間としなが らも、教師はとか く筋道だ った内容にとらわれたり、児童の行動や態度に

のみ目を向けがちになった りするといったむきも時 としてみ られ る。児童一人一人に、見えな

いものを見っめさせ、聞こえないものを聞かせ、深 く感 じる心を養 うことが、道徳教育の基本

と して、今、私達教師に求められている。

日々の生活の中で児童の実態を考えてみると、明朗 ・快活であ り、 自分の考えを素直に表現

で きるというよさがあげられた。更によ りよい人間関係を築いてい くためには、他の人 との関

わ りの中で自分の生 き方、考え方を しっかり見っめさせ る必要がある。

第1分 科会では、 「自己を深 く見つめさせ る指導法の工夫」を分科会主題 とし、内容項 目2

の柱である 「主 として他の人 とのかかわりに関す ること」を重点内容と して取 り組み、研究主

題である 「豊かな心を育てる道徳授業」を 目指そうと考えた。

2.研 究の内容と方法

(1?研 究主題の設定

(2)「 自己を深 く見つあさせ る」手立てについて

(3)指 導法の工夫

導入 ねらいとす る価値への関心や心構えを もたせるための工夫

展開(前 段)多 様な価値観に出合わせる工夫

(後段)生 活を振 り返 らせる工夫

終末 感 じた こと考えたことを整理 し、まとめをするための工夫

(4)授 業研究(指 導案の立案 ・内容の検討 ・授業の実施)
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3.自 己を深 く見つめさせる指導法

(1)「 自己を深 く見っめさせ る」 とは

道徳の時間は 「自己を振 り返 る時間である」とよく言われる。それは、ね らいとする価値

に関 して自己を深 く見っあるということにほかな らない。

さて、学校生活の中で、児童の活動を見てみると、朝登校 して級友と顔を合わせてか ら、

会話 を重ね、また学習や遊びを通 して、友達 との関わ りを深めている。

例えば、運動会の時期、組体操の ピラ ミッドの練習を始めた頃は、上の段下の段を問わず

児童 は不平不満を言 い合 う。 しか し、そういう中で 「皆、我慢 し、頑張ろうとしている」と

いう気持 ちが徐 々に分か り合 って くると、友達に不平不満を言わな くなって くる。それは、

人 との関わ りの中で、体験 を通 して 自ら主体的 に考えていった ことによるものである。

この過程を児童の気持ちや考え方 に着 目して整理す ると、次のようになる。

学校生活や学級生活を共 に している友達がいるけれ ど、感 じ方 ・考え方 において 自分

との関わ りを明確に意識で きずに漠然 とした状態でいる。

↓一
す る友達がいることに気付 く。

↓

そ して、今までの 自分の感 じ方 ・考え方 はこういうことだったと気付 く。

↓

それ らを踏まえて、自分 自身の感 じ方 ・考え方をより一層高あていこうとす る。

っ まり、日頃意識せず、漠然 としているような状態か ら、友達の様々な感 じ方 ・考え方に

触れて、児童の目が 自身の内面へと向かい、どのよ うな生 き方 を していった らいいかを主体

的に考え るようにな るということである。

道徳の時間において、ね らいとす る価値に関 してこういった過程を踏まえさせることが

「自己を深 く見っめ させる」ことになると考えた。また、それが実践意欲につなが ってい く

ものであ ると考える。
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(2)自 己を深 く見っめ させるための重点内容

道徳の時間は自己を振 り返 る時間であ る。それは、ね らいとする価値に関 して児童一人一

人が、今までの自分がどうであったかを見っめ るとい うことである。すなわち、具体的な場

面や相手の言動を通 して学びなが ら、主体的に価値を自覚 してい こうとす ることにほかなら

ない。相手の感 じ方 ・考え方 との関わりの中で、 より鮮明に自己を見っめてい くことがで き

るのである。

第1分 科会では、内容項目2の 柱(主 として他の人 とのかかわりに関す ること)を 重点 と

して、相手の立場に立 った感 じ方、考え方にっいて深 く考えさせ ること、すなわち、相手の

立場や考えを尊重 し、受容 してい く姿勢を大事にす る中で、児童一人一人が自己を深 く見つ

め、 自己のよさを発見 し、そのよさを生か してい くことができると考えた。

このような考え方 に立ち、重点 とす る価値内容を次のように捉えた。

・[画 とは・相手の立場に立ち、その場1こ適 した言動を通 して自分の 幟 すもの

のであり、互いにかけがえのない ものとして、適切 な接 し方を深 く考えていかなければな ら

ないものである。

・[親 切].:手 を思いやる気持 ちが基盤 となる
.具 体的な場面や相手の言動を通 し、

自分の感 じ方や考え方 も磨かれてい くものである。

・医=圃 とは・相互の信繍 係がな1ナれば築 くことができないものである.自 分自身

の過去や現在を振 り返 りなが ら互いに助け合い、励 ま し合いなが ら高め合っていくことが大

切である。

・[垂 垂]で は・相手の立場や気持ちを考えた広い心をもつことが大切である.そ れ1よ

相手の意見や考えを認めたり、尊重 したりすることと同時に、絶えず自分を見っめる姿勢を

保 っていかなければな らない。

　
・L劃 とは・何かをしてもらって当然とし・憾 覚ではなく・常噸 から互いに助け

合い支え合いなが ら生活を送 っているとい う内面の 自覚を持たせることが大切である。
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{3)自 己を深 く見っめさせる道徳授業

1慧魍
礼 儀

相手の立場 に立 って

心のこもった接 し方

をすることのよさに

気付かせ る。

道 徳 授

いろいろな場面での友達の

言動を見聞き して、自分 と

は違 う感 じ方 ・考え方をす

る友達がいることに気付 く。

→

今までの

・考え方

と気付 く

t

業

今までの自分の感 じ方

・考え方はこうだった

自 己 の よ さ を 見 っ め さ せ る た め の

親 切

相 手の立場に立 って

思いや りの心を持 ち

親切をす ることのよ

さに気付かせる。

→

自分自身の感 じ方 ・

考え方をよ り一層高

めていこうとする。

重 点 内 容

友 情 謙 虚 寛

って 互いに信頼関係を築き 相手の立場や気

持ち 励 ま し合い、助け合い 考えた広い心を

のよ 高め合 うことのよさに 自分と異なる意

0 気付かせる。 場を大切にする

よさに気付かせ

感 謝

日々の生活が人 々の助

け合いや支え合いで成

り立 っていることに感

謝 し、人 々の為に尽 く

そうとすることのよさ

に気付かせる。

(4)自 己を深 く見つめさせ る指導法の工夫

段 階 内 容 自己を深 く見つめさせ る指導法の工夫{★賄に卿}深呼だて)

1.授 業への方向付けを 価値への導入を図 る。 *い くっかの価値観に触れ、ね らいとす る価値への関心 や心

導 す る。 生活経験の想起をさせ 構えを持たせ、自己を見っめさせる。

る 。 ・視覚や聴覚に訴える工夫

資料への導入を図 る。 (価値に関す る言葉のカー ドVTR実 物)

入 ・体験談や事前調査の工夫

(以前の身近な体験 ア ンケー ト)

2.中 心資料を用いて、 資料に登場する主人公 *資 料中の主人公の感 じ方や考え方に共感 させ、発表の場 を

展
価値の追及 ・把握を の気持ちを中心に考え 通 して多様な価値観に出会わせ、 自己を深 く見っめ させる。

す る。 させ る 。 特に話 し合いや役割演技では、一人一人の考え方の多様性

開 を大切 にさせ、また主人公を通 して自己内対話 をさせ、自

前
己のよさを見出だ させる。

★話 し合いや意図的指 名の工夫

段 ★役割演技や動作化

・資料提示や発問の工夫

・価値観の類型化

3.ね らいとする価値の 自分自身の生活に目を *自 分の生活を振 り返 り、自分の問題 として捉えさせ、 自己

展 主体的自覚を図る。 向けさせる。 を深 く見つめさせ る。特 に書 く作業では、自分の考えを体

開
験を基に して捉え直 し、その過程で 自己の よさを見 出だ さ

せ る。

後 ★書く作業の工夫

段
。話 し合いや意図的指名の工夫

。発問の工夫

・価値観の類型化

終
9.整 理 ・ま とめ をす る。 f時 間の授業の整理 ・ *1時 間の授業を通 し、感 じた ことや考えたことを整理 し、

まとめをする。 まとめさせ ることによ り自己を見つめさせる。

末
・教師の説話

・児童の作文や詩
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4.授 業研究事例

q)第5学 年

① 主題 男女の協力 と信頼(2一 ③友情 ・信頼、助け合 い)

'資料名 「言葉のお くりもの」

② ね らい 互いに信頼 し合 い、男女仲良 く助け合 っていこうとす る心情を育てる。

③ 指導の意図 真の友情 とは、人 と人 とのかかわ りの中で共に歩み、喜 びや悲 しみを分か

ち合 うことにより生 まれて くる信頼関係の上 に成 り立っ ものであり、それは、男女の相互

理解の上にも成 り立っ ことに気付 くことが大切である。本資料で は、主人公 と友達の女の

子が第三者的な立場 のクラスメー トにか らかわれ、 これまでの親 しい友達関係が壊れて

いって しまう。女の子 は主人公の男の子に何とか立ち直 って欲 しいと自分の考えや思いを

正直 に訴え、それが クラスメー トを含め主人公 にも伝わ ってい く。 こういったできごとは、

児童の 日常生活の中ではありがちであるが、自分が友達によって支え られていた り、友達

の思 いや りに気付かずに見逃 して しまっていることが多い。そこで、当た り前のように考

えたり、思 ったりしている自分に気付かせることによ って真の友情について見っめ直 し、

男女が協力 し合 うことの大切さに気付かせたい。

また、友情にっいて、互 いにより深 く相手を理解 し、助け合 い、高め合 ってい こうとす

る心情を育てたい。

④ 指導の実際(中 心発問および展開後段か らの児童の反応)

Tす み子さんか ら 「言葉のお くりもの」を もらった時の一郎 さんの気持 ちはどうだ った

で しょうか。

C

C

T

C

C

あんなこと言わなければよかった。Cま た仲良 しになりたいな。

一郎があんな ことを言 ったのに、すみ子は言葉のお くりものをあげたのでよい友達だ。

これまでの自分たちの生活の中で、男女が協力 し合 った時はどんな時で したか。

掃除をみんなでや った。C国 語の段落のまとあを力を合わせてや った。

体育の時、 リレーや ドッジボールなど、協力 して2組 に負けないように した。

⑤ 考察

○ 導入で、事前に調査 していた 「友達のよいところ」を書 いたカー ドの提示は、ね らい

とす る価値への関心を もたせるのに有効だ った。

○ 展開前段での動作化(迷 惑そ うな顔)は 、一郎の心情にせまるきっかけとな った。
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② 第4学 年

① 主題 真の友情(2一 ③友情 ・信頼、助け合い)

資料名 「絵はが きと切手」

② ね らい 友達同士互いによく理解 し、信頼 し、助 け合 って友情を深めていこうとする心

情を育てる。

③ 指導の意図 人は多 くの人とのかかわ りの中で生活 している。日々の生活をよりよく過

ごすためには、望 ましい人間関係作 りが必要である。そのためには、相手の立場をよく理

解 し、信頼 し助 け合 うことが大切である。

児童の中には、学級の仲間に励 まされたり助けられたりして、楽 しい思いを した り、で

きなか った ことに自信が もてるよ うにな った りす る体験は多い。さらに深い信頼関係を結

ばせるために、本資料を通 して、本当に相手の ことを考え信頼 しているか らこそ、言い難

いことで も注意 しよ うとする主人公に共感 させ、真の友情とは、互いにかばいあ って楽 し

く過 ごすだけでな く、時 には厳 しさを伴 うものであることに気付かせたい。

④ 指導法の工夫(★ は、特に分科会主題と関連の深い手立て)

具 体 的 な 手 立 て1

導

入

○ 価値に関す る言葉のカー ド(「 友だち」の提示)

○ 実物提示(絵 はが き)

展

開

前段
○ 一枚絵の提示(葛 藤場面)
★ 主人公の迷う心に共感させる中心発問
★ 板書の工夫(児 童の価値観の類型化)

後段 ★ 書 く活動(自 分の生活を振 り返 る。 「心 ノー ト」の活用)
○ 意図的指名(視 点をはっきりさせ る。)

終
末

○ 歌 「友だちはいいな」(友 達のことを思い浮かべなが ら歌わせる)

1

⑤ 指導の実際(展 開前段の発問と主な児童の反応)

Tこ んなに大 きな絵 はが きを もらってどんな気持ちになったで しょうね。

Cう れ しい。

C自 分 も行 ってみたい。

C私 の こと覚えていて くれたんだ。

T部 屋に入 って一人でどんな ことを考えていたので しょうか。

Cど っちの言葉 を書 いたほうがいいかな。
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C

C

T

C

C

正子 さんが次か ら間違えないように教えた方がいい。

書 くと、 もう大 きな絵はが きを くれな くなるか もしれない。

書 くことに決めたのは、どんな気持ちがあったからで しょう。

他の人に同 じことを しないよ うに。

正子さんはわか って くれ るだろう。

〈板書の実際〉

囲
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なたの

えて相
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いを とを
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團
器

⑥ 考察

○ 導入段階で、カー ドによる価値への導入 と、実物提示による資料への導入の両方扱 っ

てみた。 「友だち」のカー ドと定形 ・定形外郵便の実物提示 は効果的だ った。

○ 類型化 した価値観に照 らして 自己を見っめさせ る段階では、児童のっぶや きも聞 こえ

て、個々には発表させなか ったが、手立て としては有効だ った。

○ 展開後段 に書 く作業を取 り入れることによ って、今 までの 自分の思いをまとめること

がで き、 自己を振 り返 ることができた。

○ 児童の発言を類型化 して板書整理 した ことにより、児童は多様な価値観にふれる中で

自分 自身の感 じ方 ・考え方を問い直す ことがで きた。

○ 事前に、友情に関する価値観にっいて調査 してあ ったが、授業の中や事後に、調査を

どのように生か し活用 してい くか、更に検討 してい く必要がある。
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ll一 人一人の心に響 き合 う指導法の工夫(第2分 科会)

1.主 題設定の理由

最近の児童 は、人前に出て もものお じせず、 自分の考えをのびのびと発言 した り、明 るく行

動 したりす ることがで きる。また、テ レビやマ ンガ、電子ゲームなどの映像情報をうま く使 っ

て生活を楽 しんでいる。

しか し、 これまでの知識中心の学力観や地域環境の変化などの影響を受け、児童 は塾通いや

習い事のスケジュールに追われ、友達同士が時を忘れて思 う存分遊ぶ というよ うな光景はほと

ん どみ られな くなっている。自分さえ良ければいい、わず らわ しいことを避けようとす るよう

な大人社会の風潮をその まま子供たちが演 じているかのようであ り、児童相互の人間関係が希

薄にな って きている。

また、核家族化、少子化、母親の就労の増加などによ り、家庭生活において も心のよりどこ

ろとな るよ うな温かい交流が不足 しがちになって きたため、対人関係の中で培われ るべ き思い

や りの心、協調性、表現力などが育ちに くくなっている。そこで、他者の傷みを分かち合 う心、

共によりよ く歩む心、自分の思いや感情を伝え合 う心を育てたいと考えた。

第2分 科会では、 自分なりの考えや感 じたことを主体的に伝え合 う中で、お互 いのよさを認

め高め合 うことので きる児童の育成を 目指 した。そのためには次の点が必要であると考えた。

① 授業の中で児童に自分なりの考えや感動を しっか りっかませる。② その感動を素直に表

現させ る。③ 他者の気持ちを分かち合い、他者の感動に も共鳴 させる。④ これ らを主体的

に行動 に移せ るような広 く大 きな心を持たせ る。

特に道徳の授業においては、周囲の人々と主体的にかかわ り合い、互いによりよい自己を求

め、人間 としての生 き方 について考え合うことが大切である。そ こで、新 しい学 力観 に立 った

質的授業改善を試み、児童主体の 「響 き ・響 き合 う授業」の創造をね らったのである。

このよ うな授業を積み重ね ることにより、豊かな心を もった児童の育成 に迫れると考え、本

主題を設定 した。

2.研 究の内容 と方法

(D研 究主題の設定(研 究主題 と目指す児童像 ・仮説 ・研究構造図)

(2}「 一人一人の心に響き合う」にっいて

(3}指 導法の工夫(指 導過程 ・資料提示 ・発問 ・表現方法)

(4}授 業研究(指 導案の作成 と検討 ・授業の実施 ・分析 と考察)
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3.一 人一人の心に響き合 う指導法

(1)「 一人一人の心に響き合 う」 とは

まず、 「心 に響 く」とは、児童が資料中の登場人物の言動、主人公の置かれた状況や場

面、心の悩み、他の児童の発言、教師の発問や説話などにっいて、 「共感す る」 「感動す

る」 「琴線に触れ る」ことで ある。 これは、児童一人一人を対象 とした捉え方であ り、児

童の受動的な営みによって成 り立 っている。

この上に立ち、 「心に響 き合 う」とは、自分以外の ものか ら響か され るだけでな く、自

分か らも主体的に相手に響 きを返 し、それを一層厚い響 き合いにしよ うとす る、児童 自ら

の積極的な営みをね らうものである。

学級全体 と して、相互に積極的なかかわ り合いをすることにより、学級が有機的な結び

付 きを してい くことを意図 しているのである。

② 「心に響 き合 う」過程

児童一人一人が、ね らいとす る価値にっいて深 く感 じ、考え、自己の対話を深めてい く

道徳の授業は、学級 という多人数の中で行われ る。学級の児童は、それぞれ異 なった思い

や考え方を もっており、授業は多様な価値観の中で行われ る。それぞれの思 いや考え方を

互いに表現 し合い、相手の表現を しっかり受け止め、影響 し合いなが ら、児童一人一人が

よ り高め られた価値観に対 して、心の奥底か ら共鳴 した り、共感 したり、納得 した りして

いきなが ら、ね らいとす る価値をよ り深 く内面的に捉えて いく過程を、 「心 に響 き合 う道

徳授業」 とし、次のような①～⑧の段階を経て、授業のね らいに迫れるものと考えた。一
iゆ ・・児童自らが主体的に受け止める・1{

ゆ ・・自分なりの思いや考えをもつ・i

ii⑨ ・・自分なりの思いや考えを表現する■

1④ …他の児童に影響を及ぼす。}

…i⑧ 伽 児童から影響を受ける.ll

ll⑥ 、① 一⑤を繰 り返夷i

l
/⑦ …自己との対話をする。』
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③ 一人一人の心に響き合う道徳授業の構造

→

←

響き合わせる過程 響き合う児童の活動 響き合わせるための工夫

←

児 童 の 実 態 把 握

卜

響

く

/

響

き

合

う

か

み

L

夕
L

Σ

☆アンケー ト、歌、絵、

音楽、実物、VTR、

発問の工夫

☆ねらいとする価値につ

いての児童の考えや心

情、行動傾向の把握

☆児童のよさへの着目

・日常の観察の集積

・事前調査

心に響く働きかけを

する

意欲・購 働 をもつi

,

☆資料提示の工夫

・ペープサー ト

・紙芝居

・BGMの 利用

☆発問の工夫

・初発の感想を展開に

生かす

・切 り返 しの発問

☆話 し合いの工夫

・相互指名による発言

・譲 り合いによる発言

☆板書の工夫

・フラッシュカー ド

・一枚絵

・切り絵

☆役割演技 ・動作化の工

夫

☆ワー クシー トの工夫

・吹き出 し

・道徳 ノー ト

☆板書の活用

↓ 、'[
主体的 に受 け止め る

r ' 児童一人一人の心に

響かせる

dy心に響き合う資料の選択
自分なりの思いや考えを

もつ
①ねらいを達成するにふ

さわしいもの

②児童が興味 ・関心を持

ち、積極的に取り組め

るもの

③共鳴 ・共感する山場が

あるもの

④深く考えられる内容の

あるもの

⑤登場人物の響き合いが

あるもの

、'

「

'

y

F

、

自分なりの思いや考えを

表現する響 きを広げ、

ふ くらませる
y

P

他の児童に影響を及ぼす

、

ir

戸

他の児童から影響を受け

る

.幽,.幽 幽

、'

「「

自己を振り返らせる 自己 との対 話をす る資 料 分 析

☆児童の実態に即し一人

一人の心に讐き合う道

徳授業の創造のために

。中心となる場面の明

確化

・発問の構成

「F 、'

☆説話、作文、ア ンケー

ト、格言、板書、写真

VTR.実 演、音楽な

どの工夫

響 きを味わわせ、

しみこませ る
余 韻 を も つ

f

/

心 に 響 き 合 う 道 億 授 業 の 基 盤

① 心が通い合う学級づ くり

・児童対児童、児童対担任が互い

に共感的に理解し合え るような

学級の人間関係を作ってお く。

②コ ミュニケーション能力の育成

・学級の全員が互いに響き合うための

コ ミュニケーションの能力を、全教

科、領域を通 じて養 ってお く。

③豊かな体験

・児童一人一人が もっている豊か

な体験を意識化させ、響 く心を

養ってお く。
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(4)「 響 き合 う」指導法の学年の重点

一人一人の心に響 き合 う道徳授業を創 ってい くためには、その基盤 として前図(P.13)

のように、心が通い合 う学級づ くり ・コミュニケーション能 力の育成 ・豊かな体験が重要

であるが、日々の授業において も 「響 き合 う」指導の積み重ねが大切である。

そこで、児童の発達段階を考慮 し、次のよ うに学年の重点を設定 し、授業の中に生かそ

うと考えた。

雇 購 「 蔚 年 より籍 き帥.
受け止める 響 き合 う 起 こす

}1

㈲ 一人一人の心 に響 き合 う指導法の工夫

① 児童理解

児童一人一人が授業の中で生かされるためには、 日々の学級経営を通 して確かな児童理

解がなされることが大前提であ る。何よりも 「一人一人のよさ」に着目 し、また、一時間

の授業のね らいとす る価値 についての考えや行動傾向を把握 した上で、指導法の工夫がな

されなければな らない。

授業の中で も、児童理解は重要である。それぞれよさを もった児童たちが一時間の中で

どう生かされ、どう変容 したのか刻々とらえてい くことが大切である。

そのための手立て として ア.事 前調査 イ.日 記指導等 日常的信頼関係 ウ.座 席表

活用などによる個々の記録 工.ワ ークシー ト オ.授 業記録 などを、分析 ・考察す る

ことが考え られる。そ して、 これを繰 り返 し行 うことにより、児童理解がより深まるとと

もに、授業の中で生かす ことができると考え られる。

② 心に響 き合 う資料の選択 ・分析

資料 に一人一人が響かなければ適切な資料とはいえない。ね らいとす る価値を追求す る

上で効果的かどうかはもちろんである。児童にとって、分かりやすい内容であ り、自分 は

どう考えるのか、考えを しっか りもて る内容であることが必要である。その一つ として、

資料中の登場人物の問 に響 き合 いが見 られ るのも有効であろ う。

資料は資料分析 により中心 となる場面が明確化す る。資料分析 は、発問構成をするため

に有効である。

一14一



③ 表現活動

児童一人一人が自分な りの思いや考えを もつ ことがで きた ら、それを表現す ることに

よって互いに影響を受 けたり、自分自身の考えを深めた りすることが望 ま しい。第2分 科

会でとらえた表現活動 と しては、以下のよ うな ものがあ る。

ア 話 し合 い

・話す こと、聞 くことを通 して、自分の考えや感 じ方をはっきりさせたり、自分 と他

の児童 との考えや感 じ方の違 いに気付いた りすることがで きる。

・自分の考えや感 じ方が変化 した ことに気付 くことができる。

このような活動を繰 り返 し行 うことにより、学級集団の中で 「響 き合えた」体験 とな

り得 る。

イ 書 く作業(ワ ークシー ト・道徳 ノー トの活用)

児童 は、混沌 とした思いを書き表そ うとす る中で、次第 に明確 にとらえることがで き

る。 また、例えば、 自分なりの思いを もっているが発表 したが らない児童 も、書 くこと

によって自分 を語れる場合がある。そ うした児童のよ さを認めた り評価 した りするため

に も書 く作業 は大切である。主題の展開に応 じて、話 し合いの前や後 に書 く作業を取 り

入れ、話 し合 いを深めた り自己を深 く見つめ させたりしたい。

ウ 役割演技

役割演技 は、話 し言葉、書 き言葉だけでは十分に表現 しきれない心情や心の動 きをよ

り深 く伝え、その時の状況をイメージ化 させることがで きる。 また、個 と個の対応であ

りなが ら、同時に学級全体へ波のように思いや雰囲気を伝えることができる。役割演技

もまた 「響 き合い」体験 となり得る。

④ その他

ア.資 料提示の工夫 イ.板 書の工夫 ・活用 ウ.終 末の工夫な ど、一時間の授業の中

で ウェー トを考え、授業構成を行 ってきた。

また、指導案の展開欄には 「響 き合 うための配慮事項」を設 け、常に児童理解に心が

け、一人一人のよさに目を向けていくよ うに配慮 して授業に臨んで いる。
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4.授 業研究事例(第6学 年)

(1》 主題 男女の協力(2一 ③ 友情 ・信頼、助け合い)

資料名 「いつまで も仲間」

② ね らい 互いに信頼 し、男女仲良 く協力 し、助 け合っていこうとする心情を育て る。

(3)一 人一人の心に響 き合 う指導法の工夫

① 児童の実態把握 … 略

② 資料選択の工夫 … 略

③ 資料分析 と発問の工夫 資料分析 によ り、資料の構造や登場人物の心の動 き、予想

され る児童の反応等 をとらえた。 「どうで したか。」 という発問は児童の発想 を大切に

し、資料にっいてどの観点か らで も共感を響 き合わせようとした工夫である。教師は板

書により児童の思考を構造化 した。中心発問は、主人公の明の心の動 きに自我関与 させ、

価値に即 した様々な反応を響 き合わせ るための工夫である。

④ 話 し合い活動の工夫 「どうで したか。」 とい う発問で出された様々な共感を基 に

話 し合いの枠組みを立てた。で きるだけ児童 に任せ、 自分達で創 りあげる授業である こ

とを自覚 させ、 自発的に取 り組ませる工夫である。 それにより響き合 う話 し合い活動へ

方向づけ、中心発問ではねらいに即 した価値観が響 き合 う話 し合い活動を深めさせた。

⑤ 板書の工夫 一人一人の意見を大切 に して、話 し合 いを深あるため、ネームプ レー

トを使用 した。

⑥ ワークシー トの活用 … 略

⑦ 絵や写真の活用 終末部分では写真を活用 し、響 き合いの余韻を残 した。

(4)展 開の実際(響 き合 う発問と児童の反応)

T

C

C

C

C

C

どうで したか。

最後のところで仲直 りできたのがよか った。

明が進んで 「僕、車いす運ぶ よ。」と言 ったのがえ らか った。

明が言ったことで、男子と女子が仲直 りで きた。

明 もえ らいけど、その声を聞いて勇気を出 して手伝 った他の男子 もえ らい。

この クラスの男子 と女子は、けんかばか りしていたけど、一人一人やさしいところが

あ ったか ら仲直 りできたのだと思 う。
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Cな ぜ、冷やか しがはや ったのだろ う。

Cこ の クラスの人達 は仲が悪 くなって しまって、 もうどうな って もいいと思 って冷やか

す ようにな った。

T

C

C

C

C

C

C

T

C

C

C

「ぼ く、車いす運ぶの手伝 うよ。」と言 うまでの明の気持ちはどうだ ったで しょう。

手伝 ってあげたいけど、まだ冷やかされ るかな。

で も、言わないと仲直 りできない。勇気を もって言おう。

クラスをまとめるために も、ぼ くが言お う。

また、楽 しいムー ドの クラスに戻 したい。

人目を気に しているが、みんな も仲良 くな りたいと思 っているだろう。

ここで協力 しないと、仲直 りの機会がない。思 い切 って言お う。

卒業の時、 「いつまで も仲間」の文字を36人 はどんな思いで見っめただろう。

その言葉を胸に中学に行って もがんばろう。

誰かが黒板に書かな くて も、一人一人の心の中にある。

中学へ行 って も、仲良 くなれた ことは良 い思い出になる。

t5)考 察

○ 性差の意識が強 くなって きたこの時期、主人公の冷やかしを乗 り越えてクラス集団を

高あた言動は、一人一人の心に響いたようである。

○ 「どうで したか。」 とい う発問で、児童 は自分なりの考えや感 じた ことを伝え合い、

響き合いを始めた。その際、児童の意見を構造化 した板書により、一層深 く資料をとら

え、響 きを確かに してい った。自分達で創 る授業とい う意識を もち、主体的に取 り組み、

自分なりの表現をすることができた。

○ 「どうで したか。」という発問の際の、価値 に対する周辺発言は、資料に入 る時、教

師がより しっか りと視点を与えること、又、児童に資料を見る力を育ててい くことに

よ って改善できる。

○ 中心発問では、主人公の迷いに共感 し、ね らいに迫 る話 し合いがで き、響 き合 うこと

がで きた。

○ 「かみ しめる」段階では、ワークシー トにメモ した後、男女が協力できた経験を話 し

合 った。多様な意見が出され、自分達の クラス集団や個々の良 さを見直す ことがで きた。

○ 相互指名法は、その特徴をふまえ、効果的に活用する必要がある。
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川 児童の心をゆさぶる指導法の工夫(第3分 科会)

1.主 題設定の理由

最近の児童は、知識 は多 くもっているが、生活に対す る意欲や思考力、判断力が乏 しく社

会性 に欠ける傾向があるといわれている。 このような実態を考え ると、21世 紀を心豊かに

た くま しく生 きる児童 を育成す るために、学校教育の中で もとりわけ道徳教育が担 う役割は

大 きいといえ る。

しか し、その道徳教育の中核となる道徳の時間の現状はどうだろうか。昭和33年 に道徳

が設け られ、30年 以上が経 った。 その間、先輩の先生方の豊富な実践 には学ぶ ところが多

くあ った。資料を通 して主人公の気持ちや行動を考え させることにより、行為の底に流れて

いる道徳的価値を捉えさせ る、 という指導法や指導過程の基本型が確立され、現在の道徳の

時間の主流 をな していると も言えよう。 しか し、私達 は、日々の授業の展開において、いろ

いろと試行錯誤 し、指導法を工夫 してみるが、児童 に問題を自分のこととして考え させるの

は難 しい。 そのため、建て前的な意見が述べ られ本音が引 き出せずに終わって しまうことも

多いのである。

どうして このようになって しまうのだろうか。第3分 科会では、児童に価値を内面的に受

け止めさせ、自分 自身の問題 として真剣に考え させる効果的な指導が十分にできていないか

らではないかと考えた。っまり、価値を 「心が揺 り動か されるほどに感 じさせることがで き

ない」か らだと考えたのである。

そこで、児童に目の覚め るような驚 きや感動を与え、児童の心を根底か らゆさぶることに

より、より高い価値に向か って児童が主体的に変容 してい くのではないか。また、心をゆさ

ぶ られた児童は道徳的心情や判断力が高 まり、より主体的に考えたり実践 したりす るので は

ないか、と考えたのである。そ して、心 をゆさぶ る授業を通 して、心豊かにた くましく生 き

る児童が育成できると考えた。

このような視点か ら、第3分 科会では、 「様々な角度か ら児童の心をゆ さぶ る」ことを考

え、指導法や指導過程 を見直 し、改善 を図ってい くことに した。具体的には、 ・資料の吟味

と開発、提示の工夫 ・発問の工夫 と精選 ・多様な考え方を引き出す工夫などである。

児童の心をゆ さぶり、 自ら考え、判断 し、どのような状況にあって も豊かな心を もって力

強 く生 きぬ く児童を育成することが今 こそ大切であると考え、本主題を設定 した。
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2.研 究の内容と方法

(1)研 究の構想

全体研究主題

分科会主題

目指す児童像

仮説

研究の内容

自ら考え、判断 し、どのような状況 にあって も、豊かな

盛 もって、力強く生 きぬく児童

指導過程において 「児童の心をゆさぶる」指導法を工夫

すれば、表面的であった考 え方 ・感 じ方が深 まり、主体的

に考え判断で きる児童を育成することがで きる。

① 「心をゆさぶ る」の捉え方

② 心 をゆさぶ る指導法の工夫

・資料の吟味、開発

・資料提示の工夫

・発問の工夫と精選

・多様な考え方を引き出す工夫

検 証 授 業

指 導法 につ いて の評価
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{2)研 究の内容と方法

① 研究主題の設定

② 構造図(目 指す児童像 ・仮説の設定)

③ 心をゆさぶるとは

④ 指導法の工夫

⑤ 授業研究(指 導案の立案、内容の検討、検証授業の実施)

3、 児童の心をゆさぶる指導法

(1)「 心をゆさぶる」とは

「心をゆさぶ る」とい うことを次のよ うに考えた。

① ショック(驚 きや感動)を 与える。

② 自分のことと して考えさせ る。

③葛藤させる。

④ いろいろな考え方に気付かせ る。

⑤ より深 く考えさせ る。

⑥課題意識を もたせ、 これか らの自分を見っあさせる。

これ らは、資料その ものか ら感 じさせ ることもあれば、資料を通 して話 し合わせ る中で

考えさせることもある。 また、教師の発問によって気付かせ ることもある。その点で、資

料の選択は 「心をゆさぶ る」ための大切なポイン トの一っである。さらに、友達の見方 ・

考え方を知 ることは、 自分の見方 ・考え方を深める上で欠 くことので きないことである。

友達の話を聞 き、 「何か変だぞ。」 「え っ、そんな考え もあるのか。」 「なるほど。」

「すごいなあ。」と感 じさせ ることが、心をゆさぶ ることになると考え る。

そ して、心をゆ さぶ られた児童は、○一面的な見方 ・考え方か ら多面的な見方 ・考え方

へ、○表面的な見方 ・考え方か ら内面的な見方 ・考え方へ、0主 観的な見方 ・考え方か ら

客観的な見方 ・考え方へ、あるいは、○具体的な見方 ・考え方か ら抽象的な見方 ・考え方、

さらに具体的な見方 ・考え方へ と変わ っていき、よ り深 く考えた り課題意識を もった りす

ることがで きるようになると考えた。

そのためには、まず 自分の考えをもたせなければな らない。その上で、友達の考えと比

べ 自分の考えを確立 していくのである。 自分の生 き方を児童自身が主体的に考え、自分を

高め実践 していこうとするカを身に付 けさせ ることが 「心をゆさぶ る」真の目的 と考える。
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{2)心 をゆさぶ る指導法の工夫

心をゆさぶ る指導という観点か ら、次のよ うな展開の流れを考えた。

資料を提示す る。

1感動的に扱う場合

※授業研究事例{2)

葛藤的に扱う場合

※授業研究事例(D

一人一人の感動を大切 に
、初

一 」
「自分ならどうするだろう。」とい

1う 課題意識を もたせ る
。

自分の考えをはっきりさせ、理由

付けをす る。

話 し合いの中で、 自分とは違 った感 じ方 ・考え方があ ることに気付かせていく。

一般化す る場合は、教師があ らか じめ用意 した、児童の身近な例などを出 し、児

童が考え易いようにす る。

その他、次のよ うな工夫 も大切である。

① ね らいによっては事前調査を し、意図的指名を効果的に行 う。

② 机の配置などの学習形態について も工夫 し、話 し合い活動を活発 にさせる。

③ 導入 ・資料提示には、具体物や視聴覚機器を用い、五感に訴える。

④ 個を生か した魅力ある学習活動をす るために、バズセ ッションや役割演技を取 り入れ

る。
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4.授 業研究事例

ω 第6学 年

① 主題 生命の尊重(3一 ②生命尊重)

資料名 「浩 司と捨て猫」(自 作資料)

② ね らい 生命 にっ いて より深 く考えさせ、他の生命を大切に していこうとす る心情

を高める。

③ 指導の意図

児童の形式的な考えを くだ き、ゆさぶ るたあに、指導者が開発 した自作資料(捨 て猫

が増えて、処分に困っているというニ ュースを聞いて、判断に苦 しむ主人公を描 いた資

料)を 活用 し、 「葛藤的に扱 う」展開を試みた。他人事でな く自分のこととして受け止

め、今の 自分にで きることは何かを考えた り、自分の生命に対する想いを再確認 させた

りしたいと考え、次のよ うな工夫を した。

C資 料を的確 に把握 させ、思考がなるべ く集中す るよう、また、先を読んです ぐに観念

的な意見を もって しまうことのないよう、資料を分断 して与えた。

○価値にっいて、自己の問題 としてより深 く考えさせ るために、 「あなただ った ら」 と

いう発問で、他人まかせでな く一人一人が しっか り考え られるように した。

○ 「授業のまとめをす る場を全員 に保障す る」 「評価に役立つ」という観点か ら、終末

は自分なりの考えを書かせ る時間を十分にとった。

④ 指導の実際

資料の前半を読 ませた後、単純 に 「捨て猫がいた らえさをあげますか。」の発問では、

ほぼ全員があげると言 った。その後、野良猫にえ さをあげる人がいるため、野良猫が増

え施設で安楽死 させている、どい う内容の後半を読ませた。 「それで も自分な らえさを

あげる」 「それな ら自分はえさをあげない」の2っ の グループに分かれて話 し合いをさ

せた。ほぼ同数に分かれた。 自分な りの価値判断で立場をはっきりさせ ることがで きた

が、活発 に意見が出なか ったため、教師がそれぞれの立場をゆさぶるような補助発問

(目 の前に死にそうな猫がいるんだよ。今えさをあげるとまた子猫を生んで しまうか も

しれないよ。等)を 投げかけた。話 し合いの後、ワークシー トに生命にっいて書かせた

ところ、

「小 さな生 き物に も生命はある。生命の大切 さを知 った。」 「生 きることは、とて もす

ば らしい。」 「自殺、人殺 しは絶対やってはいけないこと。」等、迷いなが らも自分な
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りの表現で、 ほとんどの児童が生命について深 く考えていた。

⑤ 考察

○ 現実を突 きっけた資料と、自分だったらどうす るかという発問で、今まで身近に考

えたことのなかった生命にっいて、自分のこととして考えさせ る機会を与えることが

で きた。

○ 立場をはっきりさせた後の、ゆさぶ る補助発問は効果的であった。

○ オープ ンエ ンドを試みたが、児童にとってはす っきりしなか ったと思われる。

○ 本資料の場合、生命尊重で扱 うとした ら、生きる芽ぶ きを感 じさせるような内容を

付加す る必要がある。

X21第5学 年

① 主題 広 い心で(2一 ④寛容 ・謙虚)

資料名 「銀のろうそ く立て」

② ね らい 広 い心で自分と異 なる立場を理解 し、思いや りのある態度で接 しようとす

る心情を育てる。

③ 指導の意図

人間は、他人 も自分 も過ちを犯 し易い弱 い存在であると認め る心をもっ ことによって

初めて相手の間違 いも許す ことができる。つまり、自分に対 して謙虚であるか らこそ他

人に対 して寛容 になることができるといえる。そ こで、ゆさぶ るポイ ン トを次のよ うに

考え、 「感動的に扱 う」展開で授業を行 った。

○ 本資料で広い心を もつのは ミリエル司教ではあるが、司教の心 は神に近 く児童の実

態とかけ離れていると思われたので、あえて、心の中 に善 も悪 ももち合わせ るジャン

=バ ルジャンに視点をあてた。 ジャンの気持ちを通 して人間の弱 さや醜さに気付かせ、

ジャンにうつる司教の心を通 して広 い心に気付かせたいと考えた。また、 ジャンの気

持ちを深 く考えさせるために、資料を一部改作 して臨んだ。

○ 雰囲気を盛 り上げ資料にひた らせるためにBGMを 活用 した。

○ 個を大切 にす るとい う観点か ら、一人一人の感動を大切にする発問を し、後の発問

につなげようと試みた。

○ 児童の実態か ら見て、資料だけでは内容が難 しく、 ジャンが生来の悪人でない こと

に気付かせることができない と考えた。 そこで、 ジャンの生い立ちや投獄の理由にっ

いて補足 し、司教に泊めて もらう場面 までを第1時 と し、中心である後半を第2時 と
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する指導計画を立てた。

④ 指導の実際(第2時 のゆさぶ る発問 ・反応)

T1(資 料を読んで)ど う思 いま したか。

2

C

C

C

T

C

C

司教 はなんで形見の食器をあげたのか。

これか らの ジャンはどんな生 き方を していくのだろ うか。

司教 はどうしてジャンを許 したのか。

ジャンはどんな気持ちで銀の食器を盗んだので しょうか。

盗んで もいいのだろうか。

盗む ことは悪いと思 うけれ ど、7人 の子供たちや姉 さんにおなかいっぱい食べ さ

せてあげ られる。

T3司 教 に銀のろうそ く立てを差 し出され立 ち尽 くす ジャンは、 どんな気持ちにな っ

たで しょう。

C許 して もらえてよか った。で も、ろうそ く立てまで もらって もいいのだろ うか。

C司 教 さんあ りが とう。 これで姉 さんたちの くらしを楽に してあげ られる。

C二 度 と悪いことはしません。約束 したんだか ら。

Cな んてや さしい人なんだ。司教 さんの ようにやさ しい人になりたい。

⑤ 考察

○ ジャンの気持 ちに迫るためにゆさぶ る発問構成を した結果、児童の心をゆさぶ り、

ジャンに うつる司教の心に気付かせ ることがで きた。 しか し、第1時 でジャンの生 い

立ちを話 した ことが、ね らい とする点(彼 は根か らの悪人ではない)を 越え、ジャン

の行為の裏付け(姉 さんたちにパ ンを食べ させたい)の ようになって しまった。補足

資料は必要であったが、時間をかけす ぎると強調 されな くてもいいことまで強い印象

を与えて しまう。感動的な資料 は、で きるだけ1時 間で扱 う方が効果的ではないか。

○ 第1時 で見せた銀の食器 は、本時に も提示 したかった。

OBGM(月 光)は 臨場感を高あ、児童の心をゆさぶ るために も効果的であ った。

○ ワークシー トに書 く時間を十分とった(8分)の で、どの児童 も自分の考えを書 く

ことがで きた。

OTlの 発問で、児童 は教師の予想を上回 り、 ジャンのこの先の変容に気が付 いてい

たようであ り、変容を期待 していた発言が多か った。初発の感想をその後の授業の展

開にどう生か してい くのかが、今後の課題であ る。
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